
一

�言

中

�の
詩
人
で
あ
る
秦
系
に
は
、
劉
長
卿
を
は
じ
め
、
錢

�、
韋
應

物
、
皎
然
、
戴
叔
倫
な
ど
と
い
っ
た
詩
人
と
の
�に

詩
の

�來
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
「
五
言
長

�」
の
名
を
得
た
劉
長
卿
と
は
、

�
�に

詩
の
唱
和
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
高

	『
�詩

品
彙
（
１
）』

に
は
、
韋
應
物
の
「


澹
」、
劉
長
卿
の
「
閑
曠
」、
錢

�・
�士

元
の

「

�贍
」
な
ど
、
當
時
を
代
表
す
る
詩
人
の
列
に
、
秦
系
を
「
山
林
」

と
し
て
加
え
て
、
こ
れ
ら
を
「
中

�の
再


」
と
し
て
、
高
い

�價
を

與
え
て
い
る
。
秦
系
に
對
す
る
こ
の
よ
う
な

�價
は
お
お
む
ね
、
彼
が

劉
長
卿
と
同
樣
に
五
言
詩
に
優
れ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

秦
系
の
五
言
詩
が

�價
を
受
け
て
き
た
の
は
、
劉
長
卿
と
の
關

�の

ほ
か
、
同
時
代
の
韋
應
物
に
稱
讃
の
言
辭
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
計
有
功
『

�詩
紀
事
』
は
、
劉
長
卿
「
五
言
長

�」
の
話

柄
に
續
い
て
、

�の
よ
う
に

�べ
て
い
る
。

韋
答
系
云
、
「
知
掩
山

�三
十
秋
、
魚
須

�碧
棄
床
頭
。
莫

�謝
公

方
在
郡
、
五
言
今
日
爲
君
休
。」
蓋
系
以
五
言
得
名
、
久
矣
。

（『

�詩
紀
事
』
卷
二
八

（
２
））

「
韋
答
系
」
は
韋
應
物
の
「
答
秦
十
四
校
書
」
詩
の
こ
と
で
あ
る
。

『
�詩

紀
事
』
は
、
韋
應
物
が
「
五
言
今
日
君
が
爲
に
休 た
たえ
ん
」
と

�

べ
、
秦
系
に
對
し
て
「
今
日
、
君
の
優
れ
た
五
言
詩
を
見
て
、
そ
の
出

來
映
え
を
稱
讃
す
る
の
だ
」
と
の
發
言
が
あ
っ
た
と
し
て
、
秦
系
の
五

言
詩
が
當
時
か
ら
高
く

�價
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

秦
系
詩

�考

韋
應
物
と
の
唱
和
詩
を
中
心
と
し
て

土
谷
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ま
た
、
胡
震
亨
『

�
�統

籤
』
も
同
樣
に
、
劉
長
卿
の
「
五
言
長

�」

に
加
え
て
、
韋
應
物
が
大
い
に
稱
讃
し
て
い
る
こ
と
を

�べ
た
う
え
で
、

�に
よ
う
に
、
そ
の
根
據
が
こ
の
句
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

韋
應
物
亦
深
推

�之
。
有
「
五

�言

�長

�

��爲
君
休
」
之
句
。

（『

�
�統

籤
』
卷
二
六
八

（
３
））

こ
こ
で

	目
さ
れ
る
の
が
、
引
用
句
の


用
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
來
、

「
五

�言

�今

�日

�爲
君
休
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の


用
に
よ
っ

て
圖
ら
ず
も
、
劉
長
卿
と
秦
系
が
同
一

�さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
韋
應
物
の
言
う
「
五
言
」
が
「
秦
系
の
五
言
詩
」
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
話

�に
お

い
て
は
確
實
に
、
韋
應
物
が
秦
系
の
五
言
詩
に
高
い


價
を
與
え
た
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
が
、
韋
應
物
の
言
う
「
五
言
」
の
解
釋
で
あ
る
。

筆

�は
か
つ
て
「
中

�初
期
に
お
け
る
蘇
州
文
壇
の
形

�に
つ
い
て
の

一
考
察

文
學
理
論
の
展
開
と
五
言
古
體
詩
に
つ
い
て

」
（
４
）（
以

下
、
先
論
１
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
、
韋
應
物
の
こ
の
詩
を

�り
上
げ
た
。

韋
應
物
と
秦
系
の

�に
詩
の
唱
和
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
韋
應
物
は
蘇

州
刺
史
の
任
に
あ
っ
て
文
會
に
お
け
る

�
�
�な

地
位
を
占
め
、
秦
系

は
そ
れ
に
參
與
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
拙
論
で
は
、
當
時
の

�況
か
ら
、

韋
應
物
を
中
心
に
蘇
州
文
壇
が
形

�さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
そ
の

�件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
五
言
古
體
詩
が
積
極

�に
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
傍
證
と
し
て
、
韋
應
物
の
「
五
言

今
日
爲
君
休
」
の
箇

�に

	目
し
、
そ
の
う
え
で
、
「
五
言
古
體
詩
を

標
準
詩
型
と
す
る

�識
が
彼
ら
の
な
か
で
共
有
さ
れ
て
い
た
」
（
五
四

九
頁
）
と

�べ
た
。
つ
ま
り
、
韋
應
物
は
秦
系
の
七
言

�句
の
作
に
應

ず
る
べ
く
、「
五
言
今
日
君
が
爲
に
休
や

め
ん
」
と

�べ
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
「
五
言
」
は
「
韋
應
物
の
五
言
古
體
詩

�

�

�

�

�

�

�

�

�」
で
あ
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。

一
方
、
さ
き
の
『

�詩
紀
事
』
な
ど
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

「
五
言
」
は
「
秦
系
の
五
言
詩

�

�

�

�

�

�」
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
詳

�

す
る
が
、
秦
系
は
、
五
言
律
詩
を
得
意
と
し
た
劉
長
卿
と
竝
び
、
同
じ

く
五
言
律
詩
に
優
れ
た
詩
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
詩

話

�な
ど
の


價
史
の

�點
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
五
言
」
は
「
秦

�系

�

の

�五

�言

�律

�詩

�」
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
『
韋
應
物
集
校

�』
（
上

�古

�

出
版

�、
一
九
九
八
年
十
二

�）
と
い
っ
た
現
行
の

�釋
書
が
こ
の
語
に

對
し
て
「
秦
系
は
五
言
詩
に
長
じ
て
い
た
」

（
５
）

と

�を
加
え
る
の
も
、
韋

應
物
が
秦
系
の
五
言
詩
を


價
し
た
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な


價
史
の

�點
を
蹈
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
、
韋
應
物
の
作
に
言
う
「
五

言
」
は
、「
秦

�系

�の

�五

�言

�律

�詩

�」
と
見
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
作
品
の
背
景
に
は
蘇
州
文
壇
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

�

意
を
拂
う
な
ら
ば
、
こ
の
「
五
言
」
は
、
「
韋
應
物
の
五
言
古
體
詩

�

�

�

�

�

�

�

�

�」

を
指
し
て
い
る
と
解
釋
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

當
時
の
蘇
州
文
壇
の
實
態
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
秦
系
の
文

學
を
理
解
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
韋
應
物
の

�點
が
必

�と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
秦
系
の
詩

�に
つ

い
て
整
理
し
た
う
え
で
、
韋
應
物
の
言
う
「
五
言
」
の
解
釋
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
秦
系
の
詩
歌
と
そ
の

�價
が
如
何

な
る
理
解
の
も
と
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

二
「
五
言
長

�」
と
秦
系

�

『
新

�書
』
卷
一
九
六
・
隱

�傳
に
は
秦
系
（
６
）の
傳
記
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
、

	纂
官
の
一
人
で
あ
っ
た
呂


卿
（
７
）に
よ
っ
て
新
た
に
收

�さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
秦
系
に
對
す
る
詩

�に
つ
い
て
は
、

秦
系
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

�

輿

の
言

�を
引
用
し
て
、

�の
よ
う
に

�

べ
て
い
る
。

與
劉
長
卿
善
、
以
詩
相

�答
。
權

�輿
曰
「
長
卿
自
以
爲
五
言
長

�、

系
用

�師
攻
之
、
雖
老

�壯
。」

こ
の

�

輿

の
言
は
、
彼
の

�し
た
「
秦

�君
校
書
與
劉
隨
州
唱
和

詩
序
」
（
以
下
、
「
唱
和
詩
序
」
と
呼
ぶ
）
よ
り
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
こ
の
「
唱
和
詩
序
」
は
、
秦
系
と
い
う
人
物
と
そ
の
詩
風
に
つ
い

て
、
同
時
代
の
詩
人
の
眼
を

�し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
秦
系
の
詩

�を

考
察
す
る
う
え
で
重

�な

�料
と
な
る
。
い
ま
そ
の

�文
を

�に

�げ

る
。

儒
有
秦
公

�
�、

當
天
寳
理

�之
世
興
麗
、
則
鼓

�名
於
當
時
。

 多
故
、

!
"身

#。
越
部
山
水
、
佐
其

$機
。
圓
冠
野

%、

&然

自
放
、
宅
遐
心
於
事
外
、
得
佳
句
於
物
表
、
不
知

'纓
丹
轂
之
爲
貴

�。
幾
四
十
年
、
方
帥
時
賢
、
軾
閭
懸
榻
。
昔
鄭
公

�

、

有
瀝
門

之
號
。
秦
君
麗
句
、
創
里
亭
之
名
。

(風
騷

�、
多

)嚮
仰
。
貞
元

中
天
下
無
事
、
大
君
好
文
。
公

�舊
游
、
多
在
顯
列
。
伯

*文
舉
之

徒
、
爭
爲

+首
、
而
迦
陽
大
夫
、
公
之
章
先
聞
。
故
有
書
府
典
校
之

拜
、
時
動
靜
不
滯
於
一
方
矣
。

七
年
春
、
始
與
予

,於
南
徐
。
白
頭
初
命
、
色
無

-忤
。
知
名

.

久
、
故
其
相
得

甚
歡
。

因
謂

予
曰
、
「

今
業
六

義
以

�稱

�、
必
當

唱
酬

徃
復
」
、

亦

)以
極
其

思
慮
、

較
其

/敗
。
而
文
以
時
之
、
聞

中
國
詩
文
論
叢

第
二
十
七
集
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人
序
而
申
之
、
悉
索
笈
中
、
得
數
十

�、
皆
文
場
之
重
名
。

�敵
且

見
、
校
以
故
敵
。
故
隨
州
劉
君
長
卿

�荅
之
卷
、
惜
其
長
徃
、
謂
予

宜
敘
。�夫
、
彼

�東
守
、
嘗
自
以
爲
五
言
長

�、
而
公

�用

	伍
竒
師
、

攻
堅


衆
、
雖
老

�壯
、
未
嘗
頓
鋒
。
詞
或

�而


深
、

�乍

�而

�
�。

�
�珮

之

�越
相
激
、

�組

�之
玄

�相
發
。
竒
采

�
�、

爭
爲

�驅
。
至
於
室
家
離
合
之
義
、
朋
友
切
磋
之

�、
咏
言
其
傷
折

之
以
正
。
凡

�干
首
、
各
見
于
詞
云
。

（『
文

�
�
�』

卷
七
一
六

（
８
））

か
の
有
名
な
「
五
言
長

�」
の
謂
い
は
、
こ
の

�
�輿

の
「
長
卿
は

自
ら
以
爲
ら
く
五
言
長

�た
り
」
よ
り
出
る
が
、
こ
の
「
唱
和
詩
序
」、

お
よ
び
「
五
言
長

�」
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
實
態
と
關

 し
て
、

こ
れ
ま
で
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
高
橋
良
行
氏
は
、
「
劉
長
卿
札
記

『
五
言
長

�』
の

!價
を
め
ぐ
っ
て

」
（『
愛
知
淑

�大
學
論
集
』

第
六
號
、
一
九
八
〇
年
）
の
な
か
で
、
こ
の
「
五
言
長

�」
が
、
五
言
律

詩
を
得
意
と
し
た
劉
長
卿
の
自
負
心
の
表
れ
で
あ
っ
て
、
「
自

"・
自

贊
に
よ
る
も
の
」
（
九
三
頁
）
と

#べ
、「
五
言
律
詩
に

$在
す
る
題
材
・

型
式
兩
面
に
わ
た
る
可
能
性
と
、
そ
の
作
品

%へ
の
自
信
が
、
曰
く
言

い
が
た
い
愛
好
と
な
っ
て
、
多
作
と
い
う
形
で
反
映
し
た
」
（
一
〇
〇
頁
）

と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行

&究
に
お
い
て
、
劉
長
卿
は
五
律

を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
（
９
）が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
秦
系
に
つ
い
て
は
、「

	師
を
用
て
之
を
攻
む
」、
ま
た
「
唱

和
詩
序
」
に
は
「

	伍
奇
師
を
用
て
堅
を
攻
め
衆
を


つ
」
と
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
劉
長
卿
の
「
長

�」
の
謂
い
に
呼
應
し
た
比
喩
表
現
で
あ
る

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
唱
和
集
の
序
文
な
ど
で
は
、
こ
の
種
の
比
喩
に

よ
っ
て
、
唱
和

'同
士
が
い
わ
ば
「
好
敵
手
」
の
關
係
に
あ
る
こ
と
を

示
す
場
合
が
あ
る
（

(）か
ら
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
關
係
性
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
ま
ず
了
解
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の

$實
を
檢
討
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

�
�輿

の

!

語
を
兩

'の
唱
和
の
實
態
に

)し
て
檢
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

も
っ
と
も
、
秦
系
と
劉
長
卿
の
唱
和
集
は
、
は
や
く
に
散
佚
し
て
傳
わ

ら
ず
、
そ
の

$容
を
知
る
す
べ
は
失
わ
れ
て
い
る
。
斷
片
を
劉
長
卿
の

集 （

*）に
求
め
る
な
ら
ば
、
秦
系
に
唱
和
し
た
詩
は
計
六
篇
が
見
え
、
そ
の

う
ち
五

+三
篇
は
す
べ
て
寄

�の
作
、
五
律
二
篇
は
い
ず
れ
も
答
酬
の

作
、
ほ
か
七

+一
篇
は
寄

�の
作
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
秦
系
の
集
（

,）で

は
、
劉
長
卿
に
寄
せ
た
七
律
一
篇
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
唱
和
の

-況
は
、
劉
長
卿
の
「
五
言
長

�」
が
「
堅

固
」
に
し
て

「
衆
多
」
（
攻
堅


衆
）
で
あ
る
樣
か
ら
ほ
ど

.く
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ

た
と
さ
れ
る
秦
系
の
樣
子
を
垣

/見
る
こ
と
も

0し
い
。
あ
る
い
は
、

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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劉
長
卿
の
「
五
言
長

�」
に
對
し
、
秦
系
は
「

�師
」、「

�伍
奇
師
」

な
ど
と
、
正
攻
法
で
は
な
く
「
か
ら
め
手
」
に
よ
っ
て
こ
れ
に
立
ち
向

か
い
、
劉
長
卿
と
は

�な
っ
た
新
奇
な

�想
や
手
法
を
用
い
て
い
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
高
橋
氏
は

�
�書

に
お
い
て
、
「
秦
系
の
詩
は
、

い
わ
ば
一
分

�に
よ
る
ゲ
リ
ラ
戰
法
で
攻

	を
挑
」
ん
だ
も
の
（
九
六

頁
）、
ま
た
、
「
表
現
の
緻
密
な
完


度
の
高
い
劉
長
卿
の
五
言
詩
に
對

し
て
、
秦
系
の
詩
は
、
よ
り
寡
作
な
が
ら
、
時
と
し
て
人
の
意
表
を

�

い
た
名
作
を
持
つ
、
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

（
同
）
と
指
摘
し
て
い
る
（

�）。

む
し
ろ
こ
こ
で
確


す
べ
き
は
、
秦
系
は
劉
長
卿
と
同
じ
く
、
五
言

律
詩
に
優
れ
た
詩
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
詩
話

�な
ど
の

�價
史

に
お
い
て
は
す
で
に
定

�し
た
見
方
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
元
・

方
回
『
瀛
奎
律
髓
』
（
卷
四
八
・
仙

�
�

（

�））
に
は
、
劉
長
卿
と
秦
系
の
五

律
の
作
（

�）が

�
�さ

れ
、
そ
の
方
回

�に
は
「
史
に
稱
す
ら
く
、
劉
長
卿

は
自
ら
五
言
長

�と
號
し
、
秦
系
は

�師
を
以
て
之
を
攻
む
と
。
系
を

以
て
高
き
と
爲
す
似 ご
とき

�な
り
。
今
竝
び
に
二
人
の
詩
を
此
に
刋
す
」

と

�べ
ら
れ
て
い
る
。
「
五
言
長

�」
を
示
し
た
う
え
で
、
秦
系
は
劉

長
卿
と
竝
ん
で
五
律
に
秀
で
た
詩
人
で
あ
る
と


め
て
お
り
、
そ
れ
ば

か
り
か
、
あ
ま
つ
さ
え
當
時
は
劉
長
卿
よ
り

�價
が
上
回
る
（

�）と
い
っ
た


識
が
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
詩
話

�に
お
け
る
秦
系
の
五
言

�

そ
こ
で
詩
話

�に
お
け
る
秦
系

�に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

詩
話

�に
は
、
秦
系
傳
に
載
せ
る

�
�輿

の
言

�を
引
用
し
た
う
え

で
、
韋
應
物
の
「
答
秦
十
四
校
書
」
詩
に
よ
る
言

�を
、
秦
系
が
五
言

詩
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
傍
證
と
し
て

�げ
る
も
の
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
記

�は
、

�
�で

見
た
①
『

�詩
紀
事
』
、
こ
れ
と
同
樣
の

記

�を
襲
う
②
『

�
�詩

話
』
（
卷
二
）
の
ほ
か
、
③
胡
仔
『

�溪
漁

隱
叢
話
』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

 の
よ
う
に

�べ
ら
れ
て
い
る
。

「
寄
韋
使
君
」
詩
云
、
「
久
臥
雲

!已
息
機
、

"衫
忽

#狎

$飛
、

詩
興
到
來
無
一
事
、
郡
中
今
有
謝
元
暉
。
」
韋
應
物
「
答
秦
十
四
校

書
」
詩
云
、
「
知
掩
山

%三
十
秋
、
魚
鬚

&碧
棄
牀
頭
、
莫

'謝
公

方
在
郡
、
五
言
今
日
爲
君
休
。
」
系
能
詩
、
與
劉
長
卿
善
、
以
詩
相

(答
。
權

)輿
曰
、
「
長
卿
自
以
爲
五
言
長

�、
系
用

�師
攻
之
、

雖
老

*壯
」。
故
應
物
有
「
五
言
今
日
爲
君
休
」
之
句
、
葢
謂
此
也
。

（『

�溪
漁
隱
叢
話
』
後
集
卷
一
六

（

+））

こ
の
ほ
か
、

�
�で

觸
れ
た
よ
う
に
、
④
胡
震
亨
『

�
,統

籤
』
で

は
、
引
用
句
の

-用
に
よ
っ
て
「
秦
系
の
五
言
詩
」
が
明
示
さ
れ
、
ま
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た
、
⑤
方
回
『
瀛
奎
律
髓
』
で
は
、
秦
系
は
劉
長
卿
と
竝
ん
で
五
言
律

詩
に
優
れ
て
い
た
と
の

�識
が
示
さ
れ
て
い
た
。

以
上
は
、
韋
應
物
が
秦
系
の
五
言
詩
を
稱
讃
し
た
と
解
釋
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
一
線
を
畫
す
の
が
、
⑥
劉
克

�『
後
村
詩
話
』

の
記

�で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
秦
系
傳
に
み
え
る

�
�輿

の
言
を
引
用

せ
ず
、
韋
應
物
の
作
の
み
を

�げ
、

�の
よ
う
に

�べ
る
。

韋
蘇
州
與
系
詩
云
、
「
知
掩
山

	三
十
秋
、
魚
須


碧
棄
牆
頭
、
莫

�謝
公
方
在
郡
、
五
言
今
日
爲
君
休
。
」
韋
公
五
言
獨

�一
世
、
而

憐
才
下
士
如
此
。

（『
後
村
詩
話
』
新
集
卷
四

（


））

「
韋
公
の
五
言
、
一
世
を
獨

�す
」
と
、
韋
應
物
の
五
言
詩
が
當
時

で
は

�流
で
あ
っ
た
こ
と
が

�べ
ら
れ
て
お
り
、
「
五
言
」
を
、
こ
こ

で
は
「
韋
應
物
の
五
言
詩
」
と
し
、
「
自
分
が
得
意
の
五
言
古
詩
は
、

今
日
は
君
の
こ
と
を
考
え
て
、
作
る
の
を
止
め
て
お
こ
う
」
と
し
て
捉

え
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

無
論
、
秦
系
の
作
品
は
、
五
言
詩
ば
か
り
で
は
な
い
。『
秦
隱
君
集
』

三
十
八
篇
（

�）に
よ
れ
ば
、
五
言
詩
は
、
律
詩
十
五
篇
、

�句
二
篇
、
排
律

一
篇
の
計
十
八
篇
で
あ
り
、
ほ
か
す
べ
て
が
七
言
詩
で
あ
っ
て
、
と
り

わ
け
七
言

�句
十
二
篇
の
多
き
に
至
っ
て
は
五
律
の
數
に

�ぐ
ほ
ど
で

あ
る
。

た
だ
、
詩
話
に

�
�さ

れ
た
作
品
は
、
こ
の
數
字
の
多
寡
と
は
關
わ

ら
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
五
言
律
詩
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、

�意
さ

れ
て
よ
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
は
『
瀛
奎
律
髓
』
を
見
て
き

た
が
、
と
り
わ
け
、
③
胡
仔
『

�溪
漁
隱
叢
話
』
（
後
集
卷
一
六
）
に
は
、

秦
系
の
五
律
四
篇
に
對
し
「
閑

�有
味
」
、
ま
た
、
⑥
劉
克

�『
後
村

詩
話
』
（
新
集
卷
四
）
に
は
、
五
律
五
篇
に
對
し
「

�趣

�然
」
と
い
っ

た

�語
が
與
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

�意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の

�語
に
つ
い
て
、

�
�輿

「
唱
和
詩
序
」
に
は
、

�の
よ

う
に
見
え
て
い
た
。

詞
或

�而
旨
深
、

�乍

�而

�
�。

�
�珮

之

�越
相
激
、

�組

�

之
玄

 相
發
。
奇
采

!
"、

爭
爲

#驅
。

「
詞
或
い
は

�に
し
て
旨
の
深
き
こ
と
、
乍 た
ち
まち

�づ
き
て

�の

�き

に

�い
す
」
と

�べ
る
の
は
、
秦
系
詩
の
措
辭
に
對
し
て
、
ま
た
、

「
�珮

の

�越
た
る
こ
と
相
い
激
す
る
が

�き
は
、
組

�の
玄

 に
し

て
相
い
發
す
る
に

�い
す
」
と

�べ
る
の
は
、
そ
の
表
現
に
對
し
て
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
秦
系
を
考
察
す
る
う
え
で
重

�な

�料
と
見
ら
れ
る
、
北
宋
・

李
昭

�「
跋
秦
系
詩
（

�）」
は
、

�の
よ
う
に

�べ
て
い
る
。

系
、
辭
意

�
	、

諷
而
不
怨
、
有
古
詩
人
之
風
。
一
時
與



�、

錢

�、
韋
應
物
、
劉
長
卿
、
鮑
防
、
耿


、
皆
知
名
士
。
獨
權

�輿
深

愛
之
、
非

�謂
大

�希
聲
、
大
味
必
淡

�歟
。

（『
樂
靜
集
』
卷
五

（

�））

こ
の
兩

�の

�釋
は
、
秦
系
の
文
學
に
對
す
る

�況
、
あ
る
い
は
總

論
を

�べ
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
『

�溪
漁
隱
叢
話
』
の
「
閑

�

有
味
」
や
『
後
村
詩
話
』
の
「

�趣

�然
」
と
い
っ
た

�語
に

�な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
見

�さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら

の

�語
は
、
「

�空
」
や
「
流
暢
」
の
語
を
も
っ
て
代
表
さ
れ
る
中

�

の
詩
風
に
聯
絡
し
（

�）、
と
り
わ
け
大

�文
學
に
お
い
て
は
、
五
言
律
詩
が

そ
の
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

�）か
ら
で
あ
る
。

秦
系
が
「
閑

�有
味
」
「

�趣

�然
」
な
ど
と
い
っ
た

�を
得
て
い
た

こ
と
は
、
正
し
く
彼
が
五
言
律
詩
に
優
れ
て
い
た
と
い
う

�識
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
點
に
お
い
て
、
秦
系
は
典
型

�な
大

�詩
人

で
あ
る
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

四
韋
應
物
に
お
け
る
秦
系
詩

こ
こ
ま
で
考
察
を

�め
て
き
た
よ
う
に
、
韋
應
物
「
答
秦
十
四
校
書
」

詩
の
「
五
言
」
が
「
秦
系
の
五
言
律
詩

 

 

 

 

 

 

 」
を
指
す
と
解
釋
さ
れ
て
き
た

の
は
、
詩
話

!の

"容
を
蹈
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
秦
系
と
韋
應
物
の
唱
和
の
實
態
に

#す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
五
言
」

が
「
蘇
州
文
壇
の
五
言
古
體
詩

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」
、
す
な
わ
ち
、
「
韋
應  

 

物
の
五
言
古
體
詩

 

 

 

 

 

 

 」
と
理
解
す
る
の
が
、
よ
り

$切
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
蘇
州
文
壇
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
五
言
古
體
詩
が
こ
の
文
壇
に

お
い
て
重

�
%さ

れ
て
い
た
事
實
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
論
１
、
お

よ
び
、
「
中

�蘇
州
文
壇
の
理
論
形

&に
お
け
る

'況
の
文
學
と
そ
の

文
學

(に
つ
い
て
（

)）」
（
以
下
、
先
論
２
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
論
じ
た
が
、

本
稿
で
は
、
そ
れ
に

*干
の
考
察
を
補
い
な
が
ら
、
こ
の
兩

�の
唱
和

詩
に
つ
い
て
、
分
析
を

�め
て
い
き
た
い
。

秦
系
は
、
貞
元
六
年
～
七
年
（
七
九
〇
～
七
九
一
）
ご
ろ
に
か
け
て
、

徐
泗
濠

+度
使
の
張
建
封
の
辟
に
應
じ
て
校
書

,を
拜
し
、
故

-の
越

州
か
ら
任
地
に
向
か
う

.中
、
蘇
州
を
經
由
す
る
と
、
刺
史
で
あ
っ
た

韋
應
物
と
の

/に
お
い
て
詩
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
。
韋
應
物
は
、
貞

元
四
年
末
に
左
司

,中
か
ら
蘇
州
刺
史
に
轉
出
し
た
が
、

0
1に

在
り

中
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し
頃
は

�宗
の
公
讌
に
て
詩
を
賦
す
な
ど
、
宮

�詩
人
と
し
て
の
側
面

を
持
ち
、
ま
た
、
蘇
州
で
は
官
舍
を
開
い
て
文
會
を
催
し
、
多
く
の
詩

人
と
詩
の

�來
を
重
ね
て
い
た
よ
う
に
、
地
方
官
詩
人
と
し
て
の
側
面

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
秦
系
に
と
っ
て
こ
の
度
の
訪
問
は
、
大
詩
人

た
る
韋
應
物
の
知

�を
得
る

�好
の
機
會
だ
っ
た
に

�い
な
い
。
一
方
、

韋
應
物
に
と
っ
て
こ
の
高

�た
る
隱
士
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
は
、
自

身
の
歸
隱
志
向
に
叶
う
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を

	機
と

し
て
、
雙
方
の


に
は
詩
の

�來
が
始
ま
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
、

韋
應
物
の
二
篇
（

�）、
秦
系
の
一
篇
の
み
で
あ
る
。

�事
奉



�中

韋
使
君

秦
系

久
臥
雲


已
息
機
久
し
く
雲


に
臥
し
て
已
に
機
息
み

�袍
忽

�狎

�飛

�袍
忽
と
し
て

�れ
ば
狎

�飛
ぶ

詩
興
到
來
無
一
事
詩
興
到
り
來
り
て
一
事
無
し

郡
中
今
有
謝
玄
暉
郡
中
今
有
り
謝
玄
暉

（『
秦
隱
君
集
』
不
分
卷
）

答
秦
十
四
校
書
韋
應
物

知
掩
山

�三
十
秋
山

�を
掩
じ
て
三
十
秋
な
る
を
知
る

魚
鬚

�碧
棄
床
頭
魚
鬚
と

�碧
と
床
頭
（

�）に
棄
つ

莫

�謝
公
方
在
郡

�う
莫
か
れ
謝
公
方
に
郡
に
在
り
と

五
言
今
日
爲
君
休
五
言
今
日
君
が
爲
に
休 や

め
ん

（『
韋
應
物
集
校

�』
卷
五
・
答
酬

（

�））

秦
系
の
作
に
つ
い
て
、
第
一
、
二
句
で
は
、
隱
棲
か
ら
出
仕
に
至
っ

た
自
身
の

�を

�く
。
「

�袍
」
は
官

�を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、
秦

系
が
辟
召
に
應
じ
た
校
書

�の
こ
と
で
あ
り
、

�官
で
は
正
九
品
に
相

當
す
る
。
「
狎

�」
は
『
列
子
』
に
典
故
の
見
え
る
語
で
あ
り
、
隱
士

に
な
つ
く
鳥
。
こ
こ
で
は
、
秦
系
が
隱
士
と
し
て
の
生
き
方
を
止
め
て

官

�に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
狎

�は
秦
系
を

�惡
し
て
飛
び

去
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
狎

�飛
ぶ
」
と
は
、
秦
系
が
仕
官
す
る
こ

と
を
言
う
の
で
あ
る
。
續
く
第
三
、
四
句
で
は
、
そ
の

�
�、

蘇
州
に

て
韋
應
物
と
邂
逅
す
る
に

�び
、
詩
興
が
沸
き

 こ
り
機
心
に
捕
ら
わ

れ
な
く
な
っ
た
と

!べ
る
。「
謝
玄
暉
」
は
南

�齊
の
宣

"太
守
で
あ
っ

た
謝

#（
字
は
玄
暉
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
韋
應
物
を
そ
の
大
詩
人

た
る
謝

#に
見
立
て
、
そ
の
文

$を
言

%い
だ
。

韋
應
物
の
作
は
こ
の
秦
系
の
作
を
承
け
、
第
一
、
二
句
で
は
、
秦
系

の
、
隱
士
た
る
高

�な

�を

�き
出
す
。
か
つ
て
は
薛
嵩
の
辟
召
を
辭

し
、
秦
系
自
ら
稱
す
と
こ
ろ
の
「
東

&
'客

」
と
し
て
三
十
年
余
り
を

經
た
こ
と
、
そ
の


、
笏
（
魚
鬚
）
や
珮
玉
（

�碧
）
に
象

(さ
れ
る

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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官
界
に
對
し
て
執

�を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

�べ
ら
れ
て
い
る
。
第

三
、
四
句
で
は
、
自
身
を
謝

�に
見
立
て
た
こ
と
に

�遜
を
示
し
、
秦

系
よ
り

�ら
れ
た
七
言

�句
に
應
ず
る
べ
く
、
得
意
の
五
言
古
體
詩
を

あ
え
て
用
い
ず
に
詩
を
作
っ
た
と

�べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
韋
應
物
の
作
に
見
え
る
第
四
句
の
解
釋

で
あ
る
。

�
	に

お
い
て
見
て
き
た
よ
う
に
、
詩
話


の

�釋
に
よ
れ

ば
、
韋
應
物
が
秦
系
の
五
言
詩
を
稱
讃
し
た
ゆ
え
に
、
秦
系
は
五
言
詩

に
優
れ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
、
こ
の
句

の
「
休
」
字
は
「
美
＝
讃
美
」
の
意
と
な
り
、「
五
言
今
日
君
が
爲
に

休 た
たえ
ん
」
と
讀
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
韋
應
物
の
作
に
見
え
る
こ
の
「
五
言
」
を
、
兩

�の
唱
和

の
實
態
か
ら
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
そ
の


點
に
つ
い
て
、

�の

二
點
に
亘
っ
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①
兩

�い
ず
れ
も
が
謝

�に
つ
い
て
言

�す
る
。

②
韋
應
物
の
文
會
は
五
言
古
體
詩
型
が
中
心
で
あ
る
な
か
で
、
兩

�い
ず
れ
も
が
七
言

�句
の
詩
型
に
據
る
。

秦
系
の
作
で
は
、
蘇
州
刺
史
た
る
韋
應
物
を
宣

�太
守
の
謝

�に
見

立
て
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
爲
政

�と
し
て
地
方
長
官
の
立
場
に
あ
る

こ
と
、
か
つ
、
詩
人
と
し
て
高
名
な
人
物
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な

�想
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
梁
書
』
卷
二
七
・
到
洽

傳
に
は
、
到
洽
が
宣

�太
守
で
あ
っ
た
謝

�の
知

�を
得
た
話
柄
と
し

て
、
「
謝

�の
文
章
、
一
時
に

�ん
な
り
。
洽
に
見
え
て
深
く
相
い
賞

好
し
、
日
び
に
引
き
て
與
に
談
論
す
」
と
あ
り
、
知

�を
得
た
文
士
の

理
想

�な

�が
こ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
。

�詩
に
お
い
て
謝

�へ
の
言

�は
、
相
手
を
稱
讃
、
な
い
し
は
激

�す
る
も
の
と
し
て
、
い
わ
ば

�

交

�な
常
套
表
現
と
し
て
散
見
さ
れ
る
が
、
秦
系
の
作
が
韋
應
物
の
知

�を
得
る
た
め
の
も
の
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
詩
中
に
韋
應
物
を
謝

�に

重
ね
合
わ
せ
た
の
は
、
至
極
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
韋
應
物
の
文
會
に
お
け
る
詩
の
應
酬
を

�に


察
す
る
と
、

謝

�に
對
し
、
秦
系
の
場
合
と
は
少
し
く

�な
る
、
あ
る
共

�し
た

�

識
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
論
２

に
お
い
て
す
で
に
觸
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

�

識
を
確

�す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
韋
應
物
「

�宣

�路

�事
」
詩
を

見
て
お
き
た
い
。

江
上
宣

�郡
江
上
宣

�の
郡

獨
舟

�到
時
獨
舟

�く
到
る
の
時

雲
林
謝
家
宅
雲
林
謝
家
の
宅
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山
水

�亭
祠
山
水

�亭
の
祠

綱
紀
多
閑
日
綱
紀
閑
日
多
く

�游
得
賦
詩

�游
し
て
詩
を
賦
し
得
た
り

�門
且
盡
醉

�門
且
く
醉
を
盡
く
さ
ん

此
別
數
年
期
此
の
別
數
年
の
期

（『
韋
應
物
集
校

�』
卷
四
・

�別
）

こ
の
作
は
、
路

�事
と
い
う
人
物
が
宣

�へ
向
か
う
の
を

�別
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
一
讀
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
貫
し
て
謝

	へ
の


想
が
働
い
て
い
る
。
こ
こ
で

�意
す
べ
き
は
、
韋
應
物
が
謝

	を
如

何
な
る
人
物
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
が
象

�
�に

表
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頷
聯
に
は
隱
棲
を
志
向
し
山
水
を
賞
で
る
詩
人
と

し
て
、
ま
た
、
頚
聯
に
は
公
務
の
閑
暇
を
得
て
詩
を
賦
す
郡
太
守
と
し

て
の
謝

	が
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、


隱
と
出
仕
の
兩
面
に
お
い
て

安
定

�な
均
衡
を
保
つ
謝

	の
像
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
謝

	像
の

�識
は
、
謝

	へ
の
仰

�と
し
て
詩
中
に
表

れ
る
の
み
な
ら
ず
、
韋
應
物
の
創
作
活
動
、
ひ
い
て
は
處
世
態
度
に
も

影

�を

�ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
先
行

�究
で
は
、
韋
應
物
に
對
す
る

謝

	の
影

�は
と
り
わ
け
、「
郡
齋
雨
中
與

�文
士
燕
集
」
詩
（
卷
一
・

讌
集
）
を
は
じ
め
と
し
た
「
郡
齋
詩
（

�）」
と
呼
ば
れ
る
一


の
作
品
に

�

め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
蒋
寅
氏
は
、
大

�詩
人

に
お
け
る
謝

	の
受
容
に
お
い
て
、
出
仕
に
あ
り
な
が
ら


隱
の
境
地

を
得
る
「
吏
隱
（

�）」
と
い
っ
た
處
世
態
度
が
深
く
關
わ
る
こ
と
を
論
じ
て

い
る
。
た
だ
、
大

�詩
人
に
謝

	の
影

�を
讀
み
取
ろ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
蒋
寅
氏
の

�げ
る
作
例
が
顯

�に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が

�體
詩
型
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
對
し
、
そ

の
大

�詩
人
の
一
人
と
目
さ
れ
る
韋
應
物
の
「
郡
齋
雨
中
與

�文
士
燕

集
」
詩
が
長
篇
の
五
言
古
體
詩
型
に
據
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

�意

さ
れ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
作
品
の
影

�關
係
の
點
か
ら
考
慮
さ
れ
る

べ
き
は
、
謝

	の
「
直
中
書
省
」
詩
（
『
謝
宣

�集
校

�』
卷
三
）
や

「
高
齋

�事
」
詩
（
同
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
、


隱
と
出
仕
の

�の
矛

盾
の
衝

�は
、
五
言
古
體
詩
の

�理
性
や
議
論
性
を
據
り

�と
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
韋
應
物
と
謝

	の
關


が

�く

�め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

も
っ
と
も
、
韋
應
物
に
對
し
て
謝

	が


想
さ
れ
る
の
は
、
秦
系
の

場
合
の
よ
う
に
、
郡
太
守
を
念
頭
に
置
く
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た

だ
、
韋
應
物
の
文
會
に
お
い
て
中
心
作
と
な
る
「
郡
齋
雨
中
與

�文
士

燕
集
」
詩
を
見
て
み
る
と
、
饒
州
へ
の
左

 
!上

に
あ
っ
た

"況
が

「
酬
本
部
韋
左
司
」
詩
（
『

#
$詩

』
卷
二
六
四
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
應
酬

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
か
ら
謝

	に
對
す
る
、
あ
る
共

%し
た

�

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
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識
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
兩

�の
作
に
お
い
て
、

�の
表
現
が

�意

さ
れ
よ
う
。

�歡
體
自
輕

�歡
び
て
體
自
ら
輕
く

意
欲
凌
風

�

意
は
風
を
凌
ぎ
て

�け
ん
と
欲
す

（
韋
應
物
「
郡
齋
雨
中
與

�文
士
燕
集
」）

安
得

�風
翰
安
く
ん
ぞ

�風
の
翰 つ
ば
さを
得
て

肅
肅

	天
京
肅
肅
と
し
て
天
京
に

	た
ら
ん
や

（


況
「
酬
本
部
韋
左
司
」）

韋
應
物
の
「
意
は
風
を
凌
ぎ
て

�け
ん
と
欲
す
」
を
承
け
て
、


況

は
「
安
く
ん
ぞ

�風
の
翰
を
得
て
」
と

�べ
る
が
、
こ
れ
は
、
謝

�

「
直
中
書
省
」
詩
に
見
え
る
、

�の
部
分
を
典
據
と
す
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。

安
得
凌
風
翰
安
く
ん
ぞ
風
を
凌
ぐ
の
翰 つ
ば
さを
得
て

聊
恣
山
泉
賞
聊
か
山
泉
の
賞
を
恣
ま
ま
に
せ
ん（
謝

�「
直
中
書
省

（


）」）

こ
れ
は
、
謝

�が
中
書

�で
あ
っ
た
と
き
、
役

�に
宿
直
し
た
際
の

作
で
あ
る
。
宮
殿
の
景
色
を
美
稱
を
も
っ
て
文

�し
た
の
ち
、
風
を
凌

い
で
天
空
を

�け
、
山
水
を
思
う
が
ま
ま
樂
し
み
た
い
と
結
ぶ
。

�官

に
あ
っ
た
謝

�の
、
ひ
た
す
ら
な
る
自
然
へ
の
憧
憬
（

�）が
そ
こ
に

�め
ら

れ
る
。
一
方
、
韋
應
物
の
作
で
は
、
自
身
の
「

�」
（

�
�）、

「
體
」

（
肉
體
）、
「
意
」
（
意
志
）
の
充
實
に
お
い
て
、
「
出
仕
と

�隱
」
の
二

�

を
乘
り
越
え
る

�が
そ
こ
に

�め
ら
れ
、
現

�の
自
己
を
肯
定
す
る
地

點
ま
で
推
し

�め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
種
の
表
現
を
用
い
な
が

ら
も
、
謝

�に
お
い
て
は
、
願

�の
表
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、

韋
應
物
に
お
い
て
は
、
實
現
さ
れ
る
も
の
へ
と
踏
み

�ん
だ
の
で
あ
る
。

一
方
、


況
は
、
謝

�の
本
來
の
趣
意
を

�案
し
た
。
左

�の

�上
に

あ
る
自
身
の
不

�を
、
韋
應
物
が
未
だ
歸

�を
果
た
せ
ず
に
い
る
こ
と

と
重
ね
合
わ
せ
、
い
ず
れ
も
が

�
�に

 る
べ
き
身
で
あ
る
と
の
思
い

を
吐
露
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
出
仕
と

�隱
」
の
ベ
ク
ト
ル
を
「
歸

�と
左

�」
の
そ
れ
に
ト
レ
ー
ス
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
兩

�の
作
に
は
、
こ
う
い
っ
た
表
現
の
ね
ら
い
こ
そ

!え
、
そ
こ
に
は
謝

�に
對
し
一
貫
し
て
、
「
出
仕
と

�隱
」
と
い
っ
た
、
儼
然
た
る
枠
組

み
の
存
在
が
共

"し
て

�識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
見

#さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

一
方
、
秦
系
は
雲
霞
に
臥
し
狎

$を
逐
う
布
衣
の
隱
士
で
あ
っ
て
、
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秦
系
自
身
が
「
中
年
曾
て

�し
ば
辟
あ
る
も
、
病
多
く
し
て
復
た
遲
回

す
」
（
「
春
日

�居
三
首
」
其
三
）、
あ
る
い
は
「

�年
喧
を

�く
る
の
思

い
、
常
に
五
千
言
を
事
と
す
」
（
「
常
山

�張
正
則

�事
」
）
と

�べ
る
よ

う
に
、
時
の

	勢
か
ら
す
す
ん
で
身
を


ざ
け
、
官
界
の

�人
に
な
る

こ
と
を
頑
な
に

�ん
で
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
韋
應
物
や




況
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
「
出
仕
と

�隱
」
の
衝

�な
ど

�こ
り
う
べ

く
も
な
か
っ
た
。
秦
系
に
謝

�像
を
探
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
郡

�で

あ
り
、
か
つ
文
會
の
座

�で
あ
る
一
點
に
お
い
て
よ
り
ほ
か
に
見
い
だ

し
得
ず
、
あ
る
い
は
、
劉
長
卿
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
典
型

�な
謝

�像
と
さ
し
た
る
相

�は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
劉
長
卿
に
、
「
玄
暉

�

り
て
理 お
さ
むる
を
佐
け
、
郡
齋

�り
な
る
を
聞
き
到
ら
ん
」
（
「
奉
和
趙
給
事

使
君
留

�李

�州
舍
人

�謝
舍
人
別
駕
之
什
」
、
『

�
�詩

』
卷
一
四
八
）
と
あ

り
、
ま
た
、
謝

�の
「
窗
中


岫
を
列
し
、
庭
際
喬
木
俯
す
」
（
「
郡

�

高
齋
閑
坐
答
呂
方
曹
」
、
『
謝
宣

�集
校

�』
卷
三
）
を
典
據
と
し
て
「
惟

有
り
郡
齋
窗
裏
の
岫
、

�
�空

し
く
對
す
謝
玄
暉
」
（
「

�柳
使
君
赴
袁

州
」
、
『

�
�詩

』
卷
一
五
一
）
と

�べ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ

る
。秦
系
が
「
郡
中
今
有
り
謝
玄
暉
」
と

�べ
た
の
が
阿
諛

 從
の
言
だ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
應
え
て
韋
應
物
が
「

!う
莫
か
れ
謝
公
方
に
郡

に
在
り
と
」
と
、
謝

�と
の
引
き
合
わ
せ
を
言
下
に
打
ち

"そ
う
と
し

た
の
は
、
一
面
、
大
詩
人
に
比
さ
れ
た
韋
應
物
の

#遜
が

$め
ら
れ
る

も
の
の
、
よ
り
重

%な
こ
と
は
、
そ
こ
に
、
「
（
筆

&
�

韋
應
物
が
）

一
個
の
文
人
と
し
て
詩
を
賦
し
、
相
互
に
水

'
�な

關
係
を
取
り
結
ぼ

う
と
す
る
の
が
、
郡
齋
燕
集
の
新
し
さ
で
あ
っ
た
（

(）」
と
指
摘
す
る
と
こ

ろ
の
、
蘇
州
文
壇
の
出
現
を
確

$す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
韋
應
物
が
、
「
五
言
今
日
君
が
爲
に
休 た
た

え
ん
」
と

�べ
て
、
秦

系
の
五
言
詩
に
稱
讃
の
言
辭
を

�っ
た
と
す
る
詩
話

)の
解
釋
は
、
こ

の
文
壇
の
本
質
と
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
も
そ
も
、
韋
應
物
の
作
に
言
う
「
五
言
」
の
語
が
、
相
手
方
の
詩

文
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
韋
應
物
の

詩
か
ら
文

*を
言

+ぐ
表
現
を

,べ
て
み
る
と
、
「
嘉

*」
（
三
例
）、

「
高
文
」
（
三
例
）、
「

-
.
*」

、
「
麗

*」
、
「
佳
詠
」
、
「
高
詞
」
、
「
金
玉

篇
」
、
「
金
玉
聲
」
（
以
上
、
各
一
例
）
と
い
っ
た
美
稱
に
よ
る
表
現
、
あ

る
い
は
、「

*に
酬
い
ら
る
る
に
當
に
芬
絢
た
る
べ
し
」、「
篇
翰
雲
の

興
る
が
如
し
」
な
ど
と
い
っ
た
形
容
や
比
喩
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が

確

$し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
五
言
」
の
語
を
も
っ
て
先
方
の
詩
文

を
賞
贊
す
る
こ
と
に
は
當
た
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
點
に
お
い

て
も
ま
た
、
こ
の
「
五
言
」
に
よ
っ
て
「
秦
系
の
五
言
詩
」
を
指
し
示

す
蓋
然
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蘇
州
文
壇
の
展
開
に

/し
て
了
解
さ
れ
る
べ
き
は
、

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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韋
應
物
が

�べ
る
「
五
言
」
は
、
「
韋
應
物
の
五
言
詩

�

�

�

�

�

�

�」
、
す
な
わ
ち

「
韋
應
物
の
五
言
古
體
詩

�

�

�

�

�

�

�

�

�」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
五
言
古
體
詩
こ
そ
が
、
韋
應
物
を
中
心
と
し
た
こ
の
蘇
州
文

壇
で
重

�さ
れ
た
詩
型
で
あ
っ
た
。

韋
應
物
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
同
じ
七
言

�句
の
作
で
あ
る
「

�秦

系
赴
潤
州
」
詩
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
貞
元
六
～
七
年
（
七
九
〇
～
七
九

一
）
ご
ろ
、
潤
州
（
現
在
の
江
蘇

�江
）
に
赴
く
秦
系
を

�別
し
た
詩
で

あ
る
。�作
新
婚
鑷
白
髯

�ご
ろ
新
婚
と
作
り
て
白
髯
を
鑷 ぬ

き

長
懷
舊
卷
映

	衫
長 つ
ねに
舊
卷
を
懷
く
も
	衫

映
ず

更
欲
攜
君
虎
丘
寺
更
に
君
を
虎
丘
寺
に
攜
え
ん
こ
と
を
欲
す
る
も

不
知
方
伯


征
帆
知
ら
ず
方
伯
の
征
帆
を


む
を

（『
韋
應
物
集
校

�』
卷
四
・

�別
）

第
一
句
と
第
二
句
は
對
句
を
作
り
、
秦
系
は
白
髮
の
老
爺
に
し
て
再

婚
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
長
き
詩
業
に
比
し
て
仕
官

�も
な
い

こ
と
が

�べ
ら
れ
て
い
る
。
「


卷
」
は
、
こ
れ
ま
で
書
き
た
め
て
き

た


作
の
こ
と
。
「

	衫
」
は
官

�を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
、
さ
き
に

見
た
秦
系
「

�事
奉

�
�中

韋
使
君
」
詩
の
第
二
句
「

�袍
忽
と
し
て

�れ
ば
狎

�飛
ぶ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
秦
系
が
出
仕
し
た
ば
か
り
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
虎
丘
寺
に
共
に

�れ
立
ち
た
い
が
、
赴
任

先
の
長
官
が
君
の
到

�を
待
ち


ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
結
ぶ
。

こ
こ
で

�目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
句
に
「
長
懷
舊
卷
」
と

�べ
、
秦

系
の
詩
業
に
言

�し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
對
句
と
な

る
第
一
句
に
續
い
て
、
七
言
詩
特
有
の
輕
妙
な
筆

�を
見
せ
て
お
り
、

「
君
の
長
年
に
亘
る
詩
業
に
比
べ
、
こ
の
度
官

�を
身
に
纏
っ
た
君
は

ま
ば
ゆ
く
照
り
映
え
て
い
る
」
と
、
仕
官
と
い
う
大
事
が
、
長
き
に
亘

る
詩
業
の
重
み
に
對
し
て
僅
か
な
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
韋
應
物
は
秦
系
に
對
し
て
そ
の
詩
業
の
側
面
を

よ
り
重

�し
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

�

識
は
當
然
、
雙
方
が
詩
を
唱
和
し
て
き
た
來

�に
照
會
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
秦
系
が
韋
應
物
の
知

�を
得
る
べ
く

�っ

た
「

�事
奉

�
�中

韋
使
君
」
詩
に
對
し
、
韋
應
物
は
「
答
秦
十
四
校

書
」
詩
に
お
い
て
、
秦
系
の
作
に
應
じ
て
七
言

�句
を
用
い
て
こ
れ
に

應
じ
た
。
こ
こ
か
ら
始
ま
る
雙
方
の
詩
の
唱
和
に
よ
っ
て
、
秦
系
に
對

す
る
見
解
は
形

�さ
れ
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
點
に
お
い
て
、
こ
の
作

が
七
言

�句
の
型
式
に
よ
っ
て

�り
立
つ
こ
と
の
意
味
は
決
し
て
小
さ

く
な
い
。
つ
ま
り
、
韋
應
物
に
お
い
て
、
秦
系
は
七
言

�句
を
得
意
と

す
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
韋
應
物
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が
「
答
秦
十
四
校
書
」
詩
で
、
得
意
の
五
言
古
體
詩
で
は
な
く
七
言

�

句
を
用
い
た
と

�べ
た
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。こ
の
見
方
を
補

�す
る
も
の
と
し
て
、
皎
然
「
題
秦
系
山
人
麗
句
亭
」

詩
を
見
て
お
き
た
い
。

獨
將
詩

�領

�生
獨
り
詩

�を
將
て

�生
を
領
し

但
看

�山
不
愛
名
但
だ

�山
を
看
る
の
み
に
し
て
名
を
愛 も
とめ
ず

滿
院
竹
聲
堪
愈
疾
滿
院
の
竹
聲
愈
ま
す
疾
き
に
堪
え

亂
床

�片
足

	



亂
床
の

�片


を
	る
る
に
足
る

（『
�
�詩

』
卷
八
一
七
）

詩
題
の
「
麗
句
亭
」
は
、
天
寶
末
年
、
秦
系
が
安
祿
山
の


兵
を

�

け
て

�溪
に
隱
棲
し
た
頃
に

�い
た
も
の
で
あ
る
。
皎
然
は
そ
こ
を
訪

れ
た
際
、
亭
に
こ
の
詩
を
書
き
付
け
た
。
賈
晉

�『
皎
然
年
譜
（

�）』
で
は
、

建
中
四
年
（
七
八
三
）

�の
こ
と
と
す
る
。
詩
に
は
、
秦
系
は
多
く
の

門
弟
を

�え
る
も
の
の
、
彼
自
身
は
恬
淡
と
し
て
い
た
こ
と
が

�べ
ら

れ
、
以
下
、
麗
句
亭
の
風
景
が
詠
み

�ま
れ
る
。

第
一
句
に
見
え
る
「
詩

�」
は
、
詩
經
か
ら
續
く
詩
歌
の
正
統

�な

典
範
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
の

�し
た
詩
論
書
で
あ
る
『
詩
式
』
に
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
皎
然
に
お
い
て
は
詩
歌

�の
正
統
性
を

�

張
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
皎
然
は
韋
應
物
に
宛
て
た
「
答

蘇
州
韋
應
物

�中
」
詩
（
『

�
�詩

』
卷
八
一
五
）
の
な
か
で
、

�頭

「
詩

�

殆
ど
淪
缺
せ
り
、
庸

�

互
い
に
相
い
傾
く
。
忽
と
し
て
風

騷
の
韻
を

�、
我
が
夙
昔
の


に
會
す
」
と
、
韋
應
物
と
詩
歌

�が
一

�し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
加
え
て
、
自
身
の
詩
歌

�を
韋
應
物
の

五
言
古
體
詩
に
應
じ
て
示
し
て
い
る
（

�）。
こ
の
よ
う
に
、
「
詩

�」
の
語

の
使
用
が
皎
然
に
お
い
て
そ
の
詩
歌

�を
示
す
尺
度
計
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
皎
然
が
秦
系
に
對
し
「
君
だ
け
が
詩
歌
の
正
統
を
も
っ
て
多
く
の

門
弟
を
從
え
て
い
る
」
と

�べ
た
の
も
、
秦
系
の
詩
歌
は
皎
然
に
と
っ

て
肯
定
さ
れ
る
も
の
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
こ
の
作
が
七
言

�句
か
ら

�り
立

つ
こ
と
は
、
さ
き
の
韋
應
物
の
作
が
容
易
に
想

 さ
れ
る
よ
う
に
、
秦

系
が
七
言

�句
を
得
意
と
す
る
詩
人
で
あ
る
と
の

!識
が

"提
と
し
て

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
結
語

秦
系
に
對
す
る
詩

#は
、
劉
長
卿
の
「
五
言
長

$」
に
呼
應
す
る
形

で
、
五
言
律
詩
に
優
れ
た
詩
人
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
そ
の
根
底

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
詩
話
と
い
う
獨
特
な
領
域
の
な
か
で

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）

69



共
鳴
し
合
い
な
が
ら

�幅
さ
れ
て
き
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
こ
の
點
に

お
い
て
、
五
律
に
優
れ
る
詩
人
と
し
て
の
秦
系
像
は
、
確
か
に
彼
の
文

學
の
一
面
を
映
し
出
し
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
す
べ
て
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
韋
應
物
を
中
心
と
し
た
蘇
州
文

壇
が
展
開
す
る
な
か
で
、
秦
系
は
そ
れ
に
參
與
し
、
こ
の
文
壇
が
五
言

古
體
詩
型
を
基

�と
す
る
こ
と
を
引
き
出
し
て
見
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

單
に
こ
の
文
壇
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
秦
系

の
七
言

�句
の
作
品
が
、
彼
自
身
の
文
學
を
形

�す
る
こ
と
に
お
い
て

一
定
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
秦
系
の
詩
歌
と
そ
の
詩

�を
檢
討
す
る
な
ら
ば
、
劉
長
卿
の
存

在
は
と
も
か
く
、
韋
應
物
の
存
在
も
閑
却
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
兩

�は
い
ず
れ
も
中

�期
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
り
な

が
ら
、
彼
ら
の
詩
風
は
相
互
に
ま
っ
た
く

	な
る
（


）こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大

�の
余
韻
の
中
に
生
き
た
劉
長
卿
と
、
元

和
文
學
の
嚆
矢
と
な
る
韋
應
物
と
の

�の
相

	が
集



�に

表
れ
て
い

る
の
が
、
こ
の
秦
系
に
對
す
る
詩

�で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

【

�】

（
１
）
高

�『

�詩
品
彙
』
總
敍
（
文
淵
閣
四
庫

�書
）
に
「
大

�貞
元
中
、

則
有
韋
蘇
州
之

�澹
、
劉
隨
州
之

�曠
、
錢

�之

�贍
、
皇
甫
之
冲
秀
、

秦
公

�之
山
林
、
李
從
一
之
臺
閣
、
此
中

�之
再

�也
」
と
あ
る
。

（
２
）
計
有
功
『

�詩
紀
事
』（
上

�古

�出
版

�、
一
九
八
七
年
七

�）。

（
３
）
胡
震
亨
『

�
�統

籤
』（
上

�古

�出
版

�、
二
〇
〇
三
年
四

�）。

（
４
）
『
松
浦
友
久

�士

�悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』（

�文
出
版
、
二

〇
〇
六
年
三

�）。

（
５
）
こ
の
ほ
か
、

�
 
!
"
#『

中
國
文
學
家
大
辭
典

�五
代
卷
』

（
中

$書
局
、
一
九
九
二
年
九

�）
の
「
秦
系
」
の
項
目
に
は
、
韋
應

物
の
作
を
引
用
し
て
秦
系
は
五
言
詩
に
優
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
６
）
秦
系
、
字
は
公

�。
號
は
東

�
%客

。
越
州
會
稽
（
現
在
の
浙
江
紹

興
）
の
人
。
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）
ご
ろ
の
生
。
天
寶
十
二
年
（
七

五
三
）
、
科

&に
應
ず
る
も

'第
し
な
か
っ
た
。
天
寶
末
年
、
安
祿
山

の

&兵
を

(け
て

)溪
（

)山
の
こ
と
。
現
在
の
紹
興

*州
あ
た
り
、

曹
蛾
江
の
上
流
付

+）
に
隱
棲
す
る
。
大

�五
年
（
七
七
〇
）
ご
ろ
、

薛
嵩
の
奏
に
よ
り
右
衞

,府
倉
曹
參
軍
に
召
さ
れ
る
が
、
病
と
稱
し
て

任
に
就
か
な
か
っ
た
。
大

�十
三
年
（
七
七
八
）
ご
ろ
、
妻
謝
氏
と
の

離
婚
に
よ
り
謗
り
を
受
け
た
た
め
、
劉
長
卿
の
滯
在
す
る
睦
州
に
流
寓

し
、
彼
と
詩
を

�ん
に
唱
和
し
た
。
ま
た
、
湖
州
の
皎
然
を
訪
れ
詩
を

唱
和
し
て
い
る
。
大

�十
四
年
（
七
七
九
）
ご
ろ
、
泉
州
（
現
在
の

-

建
泉
州
）
に
客

寓
し
、

南
安
の
九

日
山
に

爐
を

結
び
、
『

老
子

.』
を

/す
。
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
か
ら
七
年
（
七
九
一
）
ご
ろ
に
か
け
て
、

徐
泗
濠

0度
使
の
張
建
封
の
招
聘
を
受
け
任
地
に
向
か
う

1中
、
蘇
州

に
逗
留
し
、
蘇
州
刺
史
の
韋
應
物
と
詩
を
唱
和
し
た
。
本
稿
で

2り
上

げ
る
、
秦
系
「

3事
奉

4
�中

韋
使
君
」
詩
、
韋
應
物
「
答
秦
十
四
校

中
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書
」
詩
、
同
「

�秦
系
赴
潤
州
」
詩
は
、
こ
の
こ
ろ
の
作
で
あ
る
。
こ

の
時
は
ま
た
、
戴
叔
倫
か
ら

�別
の
詩
を

�ら
れ
て
い
る
。
潤
州
（
現

在
の
江
蘇

�江
）
を

�
�し

た
際
、

�
�輿

と
邂
逅
し
、
「
秦

	君
校

書
與
劉
隨
州
唱
和
詩
序
」
が
作
ら
れ
た
。
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
、

張
建
封
が
卒
す
る
と
、
泉
州
南
安
に


っ
た
。
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）

ご
ろ
、
卒
。
傳
は
『
新

�書
』
卷
一
九
六
。
專
論
と
し
て
趙
昌

�「
秦

系
考
」（『
中


文
史
論
叢
』
一
九
八
四
年
第
四
輯
、
上

�古

�出
版

�）

が
あ
り
、
本
傳
に
對
し
て
補
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
北
宋

の
李
昭

�に
よ
る
「
跋
秦
系
詩
」
は
、
秦
系
の
來

�を
考
察
す
る
う
え

で
貴
重
な

�料
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

�（

20）を
參
照
さ

れ
た
い
。
な
お
、
本
稿
に

�り
上
げ
る
秦
系
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
北

宋
・
南
安
本
の
系
統
と
見
ら
れ
る
『
秦
隱
君
集
』
一
卷
・
詩
三
十
八
篇

（
明
銅
活
字
本
『

�五
十
家
詩
集
』

�收
、
上

�古

�出
版

�、
一
九

八
一
年
八

�）
を
底
本
と
す
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、

�
�を

參
照

さ
れ
た
い
。

（
７
）
呂

�卿
、
字
は
縉
叔
、
泉
州
晉
江
（
現
在
の

�建
泉
州
）
の
人
。
傳

は
『
宋
史
』
卷
三
三
一
。
『
新

�書
』
世
系
表
の

�纂
に
最
も
功
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
北
宋
・
蘇
頌
「
呂
舍
人
文
集
序
」

（『
蘇
魏
公
文
集
』
卷
六
五
）
に
よ
れ
ば
、「

�縉
叔

�卿
、
在

�史
書
、

謂
陸

�、
秦
系
、

�僭

�辟
命
、

 窮
不
仕
、
宜
列
隱

!」
と
あ
る
よ

う
に
、
『

"
�書

』
に
傳
を
殘
さ
な
か
っ
た
秦
系
に
對
し
、
呂

�卿
が

こ
れ
を
『
新

�書
』
隱

!傳
に

�り
入
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
北
宋
・

李
昭

�「
跋
秦
系
詩
」（『
樂
靜
集
』
卷
五
、
後

�參
照
）
に
よ
れ
ば
、

「
比
有
客
自
泉
南
來
歸
、
出
系
詩
三
十
六
篇
、
號
秦
隱
君
集
。

�縉
叔

（
呂

�卿
）
序
其
本
末
、
與
傳
粗
合
」、
と
あ
り
、
ま
た
、
南
宋
・

#
$

珪
『

�
%碎

事
』（
卷
四
下
）
は
、「
隱
君
亭
／
在
泉
州
南
安
縣
、
爲
秦

系
作
、

�
�卿

撰
記
。
圖
經
（
出
典
不
明
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

�
�

卿
が
秦
系
の
詩
集
を
撰
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

陳
振
孫
『
直
齋
書

%解
題
』
（
卷
一
九
）
に
言
う
と
こ
ろ
の
南
安
本
の

こ
と
に
相
當
し
よ
う
。
陳
振
孫
は
宋

&求
『
寶
刻
叢
章
』
（
三
十
卷
、

佚
）
か
ら

!詩
二
篇
を
補
い
、
三
十
八
篇
と
し
た
。
以
上
の
流
れ
が
、

『

�五
十
家
詩
集
本
』

�收
の
『
秦
隱
君
集
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は

別
の
も
の
と
し
て
、

'・
瞿
庸
『
鐵
琴
銅
劍
樓

(書
目

%』（
卷
一
九
）

に
言
う
と
こ
ろ
の
『
秦
隱
君
詩
集
』
一
卷
は
、
胡
震
亨
『

�
)統

籤
』

に
よ
れ
ば
、
南
宋
・
紹
興
年

*の
南
安

+管
學
事
で
あ
っ
た
張
端
の

刻
本
と
見
ら
れ
、
『

�
)統

籤
』
、
お
よ
び
『

,
�詩

』
四
十
篇
は
こ

の
流
れ
を
承
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
８
）
李

-等

�『
文

.
/

』（

中


書
局
、
一
九
六
六
年
五

�）。
な
お
、

本
稿
で
は
、
『

�
�之

文
集
』
（
四
部
叢
刊
）
、
お
よ
び

0
1高

橋
氏
論

文
を
參
照
し
、

2干
の
校
勘
を
施
し
て
あ
る
。

（
９
）
先
行

3究
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
、
同
氏
に
よ
る
「
劉
長
卿
詩
の
表
現

を
め
ぐ
っ
て

4價
史

5側
面
か
ら
」（『
中
國
文
學

3究
』
第
八
期
、

一
九
八
二
年
十
二

�）
、
ま
た
、

蒋
寅
『

大

6詩
人

3究
』
上

�（
中


書
局
、
一
九
九
五
年
八

�）
が
あ
る
。

蒋
寅
氏
は
ま
た
、
『

大

6詩

人
3究

』
上

�・
「
第
三
章

方
外
詩
人

創
作
論
」
・
「
二
、
隱

士
詩
人

5正
7

秦
系
」
（
中


書
局
、
一
九
九
五
年
八

�）
の
な
か
で
、

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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秦
系
は
當
時
か
ら
五
言
律
詩
に
優
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。

（

10）
こ
の
種
の
比
喩
表
現
の
特

�は
、
唱
和
の
場
を
戰
場
に
見
立
て
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
白
居
易
と
そ
の
「
文
友
詩
敵
」
で

あ
っ
た
元

�の
�に

は
、『
元
白
唱
和
因
繼
集
』
十
七
卷
（
佚
）
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
白
居
易
は
そ
の
序
文
「
因
繼
集
重
序
」

（
朱
金

�『
白
居
易
集
箋
校
』
卷
六
九
、
上

�古

�出
版

�、
一
九
八

八
年
十
二

	）
に
「
夫
れ
文
は


を
戰
い
な
り
」
と

�べ
て
い
る
。
白

居
易
は
ほ
か
に
も
、
劉
禹
錫
と
の

�に
『
劉
白

�洛
寄
和
卷
』
一
卷

（
佚
。『
劉
白
唱
和
集
』
卷
三
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の


纂

�
�を

�べ

た
「
與
劉
蘇
州
書
」
（
同
卷
六
八
）
に
「
詩
敵
の
勍
な
る

�、

�得
に

非
ざ
れ
ば
誰
ぞ
。

�後
の
相
答
、
彼
此
一
に
非
ず
。
彼
れ

�に
し
て

�

つ
べ
く
無
し
と
雖
も
、
此
れ
亦
た
利
に
非
さ
れ
ば
行
わ
れ
ず
」
と

�べ

て
い
る
。

（

11）
『

�
�詩

』
、
お
よ
び
『
劉
長
卿
詩


年
箋

�』
（
中

�書
局
、
一
九

九
六
年
七

	）
に
よ
る
。

（

12）

�
�
�（

６
）
お
よ
び
（
７
）

�
�の

『
秦
隱
君
集
』
（

�五
十
家

詩
集
本
）
に
よ
る
。

（

13）
あ
る
い
は
、
律
詩
（
長

�）
の
劉
長
卿
に
對
し
て
、
秦
系
は

�句

（

�師
）
を
用
い
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
秦
系
の
作

品
中
、
七
言

�句
の
作
例
數
は
五
言
律
詩
の
そ
れ
に

�ぐ
ほ
ど
多
數
を

占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
秦
系
の
七
言

�句
に
つ
い
て
は
、
本
論
に

お
い
て
後
に

�べ
る
。

（

14）
方
回
『
瀛
奎
律
髓
彙

�』
下
（
上

�古

�出
版

�、
一
九
八
六
年
四

	）。

（

15）
劉
長
卿
「

�洪

 師
不

!」
詩
（『

�
�詩

』
卷
一
四
七
）、
お
よ
び
、

秦
系
「
題
女

"士
居
」
詩
。

（

16）
秦
系
が
劉
長
卿
よ
り
も
優
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
胡
應

#『
詩
藪
』

$

卷

四
・

%體
上
・
五
言
（
中

�書
局
、
一
九
五
九
年
十

	）
に
「
秦
系
『
流
水

&
�院

、
春
風
與
閉

門
』（
筆

�
�

「
山
中

'張
正
則

�事
」
詩
）、
小
見
幽
楚
、
此
外

�無
足
采
。

�人
謂

(劉
長
卿
、
時
論
不
足
憑
如
此
」
と
あ
る
。
こ
の

種
の
見
方
は
、
「

)
*輿

の
こ
の
序
文
（
筆

�
�

「
唱
和
詩
序
」

の
こ
と
）
を
想
定
す
る
以
外
、
他
に
は
な
い
」
（

�
�高

橋
氏
論
文
・

九
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

（

17）
胡
仔
『

+溪
漁
隱
叢
話
』（
人
民
文
學
出
版

�、
一
九
六
二
年
六

	）。

（

18）

�文
治

,

『

宋
詩
話

�篇
』
第
八
冊
（
江
蘇
古

�出
版

�、
一
九

九
八
年
十
二

	）。

（

19）

�
�
�（

６
）、
お
よ
び
（
７
）

�
�の

『
秦
隱
君
集
』（

�五
十
詩

家
本
）。

（

20）
李
昭

-、
字
は

.季
、
鉅
野
（
現
在
の
山
東

/野
）
の
人
。『
宋
史
』

は
濟
南
の
人
と
す
る
が
、
四
庫

�書
提

0に
よ
り

1り
と
さ
れ
る
。
元

2年

�（
一
〇
八
六
―
一
〇
九
四
）
の

3士
。

4く
し
て
晁
補
之
と
名

を
齊
し
く
し
、
蘇
軾
の
知

!を
得
た
。
傳
は
『
宋
史
』
卷
三
四
七
。
集

は
『
樂
靜
集
』
三
十
卷
。
「
跋
秦
系
詩
」
は
、
そ
の

$容
に
よ
る
と
、

呂
5卿

の
序
に
な
る
『
秦
隱
君
集
』
三
十
六


の
跋
文
で
あ
る
ら
し
く
、

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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『
新

�書
』
本
傳
を
引
用
し
、
秦
系
の
傳
記
や
作
品
に
つ
い
て

�干
の

校
勘
を
施
す
る
ほ
か
、
そ
の
詩
風
に
つ
い
て

�べ
て
い
る
。

（

21）
李
昭

�『
樂
靜
集
』（
四
庫

�書
珍
本
初
集
・
集
部
・
別
集

�）。

（

22）
胡
應

�『
詩
藪
』

	篇
卷
四
に
、
「
大


中

�以

�、
稍
厭

�

、

漸
趨
澹
淨
、
故
五
七
言
律

�空
流
暢
、
時
有
可

�」
と
あ
る
。

（

23）
蒋
寅
『
大

�詩
風
』（
上

�古

�出
版

�、
一
九
九
二
年
八

�）「
第

八
章
體
式
與
語
言
」。

（

24）
『
早
稻
田
大
學
文
學

�究
科
紀

�』
第
五
二
輯
・
第
二
分
冊
（
早
稻

田
大
學
大
學
院
文
學

�究
科
、
二
〇
〇
七
年
二

�）。

（

25）
『

�才
子
傳
校
箋
』
卷
三
・
「
秦
系
」
（
中


書
局
、
一
九
八
七
年
五

�、
項
目
執
筆

�は
儲
仲
君
）
は
「
三
首
」
と
す
る
が
、
『

�
�詩

』

卷
一
九
〇
「
韋
應
物
」
に
見
え
る
「
酬
秦
�君
徐
少
府
春
日
見
寄
」
詩

を
、
陳

�君
氏
は
『

�
�詩

續
拾
』
卷
一
八
・
「
戴
叔
倫
」
（
『

�
�詩

補

�』
中


書
局
、
一
九
九
二
年
十

�
�收

）
の
な
か
で
、
こ
れ
を
戴

叔
倫
の
作
と
す
る
。

（

26）
韋
應
物
集
の

�本
は
こ
の
語
を
「
床
頭
」
と
す
る
が
、
あ
る
い
は
、

本
論
に
お
い
て
さ
き
に
言

�し
た
『
後
村
詩
話
』
の
引
用
句
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
「
牆
頭
」
に
作
る
ほ
う
が
、
意
味
が

�り
や
す
い
。

（

27）
陶

�・
王
友

 『
韋
應
物
集
校

!』
（
上

�古

�出
版

�、
一
九
九

八
年
十
二

�）
。
本
稿
に
お
け
る
韋
應
物
の
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

底
本
と
し
た
。

（

28）
葛
曉

"『
山
水
田
園
詩

#
�究

』・「
第
九
章
山
水
田
園
詩

#
$余

%」（

&
'大

學
出
版

�、
一
九
九
三
年
一

�）、
蒋
寅
『
大

�詩
人

�

究
』・「
五
自

(一
家
體
卓
爲
百
代
之
宗
韋
應
物
」（
中


書
局
、

一
九
九
五
年
八

�）、
お
よ
び
、
赤
井

)久
「
郡
齋
詩
に
つ
い
て
」（
國

學
院
大
學

*文
學
會
々
報
、
一
九
九
六
年
、
の
ち
『
中

�詩
壇
の

�究
』

創
文

�、
二
〇
〇
四
年
十

�
�收

）。

（

29）
蒋
寅
「
吏
隱
：
謝
與
大

�詩
人
」（『
中


文
史
論
叢
』
第
五
十
輯
、

一
九
九
二
年
十
二

�）
、
『
大

�詩
風
』
「
第
三
章

時
代

$偶
像

大

�詩
風
與
謝
」（
上

�古

�出
版

�、
一
九
九
二
年
）。
こ
の
ほ
か
、
赤

井

)久
「
中

�に
お
け
る
『
吏
隱
』
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
中
國
學
會

報
』
第
三
十
九
輯
、
一
九
九
三
年
、
の
ち
、
『
中

�詩
壇
の

�究
』
創

文

�、
二
〇
〇
四
年
十

�
�收

）
に
詳
し
い
。

（

30）
謝

+『
謝
宣

,集
校

!』（
上

�古

�出
版

�、
二
〇
〇
一
年
四

�）。

（

31）
興
膳
宏
「
謝
詩
の
抒

-」（『
東
方
學
』
第
三
十
九
輯
、
一
九
七
〇
年

三

�）。

（

32）
松
原

.「
大

�樣
式
の
超
克

韋
應
物
離
別
詩
考
」（『
中
國
離
別

詩
の

(立
』

�文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
六

�）
。
引
用
文
は
、
三
一
八

頁
。

（

33）
賈
晉


『
皎
然
年
譜
』（
厦
門
大
學
出
版

�、
一
九
九
二
年
八

�）。

（

34）
詳
し
く
は
、
先
論
１
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（

35）
劉
長
卿
と
韋
應
物
の
相

/を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
赤
井

)久
「
劉

長
卿
詩
論

長
州
縣
尉
時
の
左

0を
中
心
に

」
、
（
『
國
學
院
雜

誌
』
第
一
〇
一
卷
第
五
號
、
二
〇
〇
〇
年
、
の
ち
、
『
中

�詩
壇
の

�

究
』
創
文

�、
二
〇
〇
四
年
十

�
�收

）
が
あ
る
。

秦
系
詩
評
考
（
土
谷
）
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